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１．研究計画の概要 
複素ギンツブルク・ランダウ型方程式(CGLT)
と非線形シュレディンガー型方程式(NLST)
に対して、以下の研究を行う。 
 
(1) (CGLT)と(NLST)の時間大域的可解性の
研究 
 
(2) (CGLT)の力学系的な研究・アトラクター
の存在 
 
(3) (CGLT)と(NLST)の爆発解についての研
究 
 
(4) (CGLT)と(NLST)との関係についての研
究 
 
２．研究の進捗状況 
上記の研究計画の概要の(1)から(4)について
の進捗状況は以下の通りである。 
 
(1) (CGLT)とその特別な場合である(NLST)
の時間大域的可解性の研究を中心に行った。
具体的には(CGLT)と(NLST)に対する大域的
弱解と大域的強解の存在と一意性に関する
結果を得ることに成功し、(CGLT)については
解作用素の平滑化作用が得られることもわ
かった。これらの結果は線形項のラプラシア
ンを非線形化しても成立する，ということま
で明らかにし、学会等で報告し論文としてま
とめ投稿した。 
 
(2) (CGLT)に対する大域的アトラクターが存
在することを明確にした。関連する研究成果
として、全空間における複素ギンツブルク・

ランダウ方程式の初期値問題に対して、通常
は利用できないコンパクト性の方法からの
アプローチが可能であることを明確にした。 
さらに、上述のコンパクト性の方法の改良版
をつくる見通しも立っており、現在確認中で
ある． 
 
(3) (CGLT)と同じ放物型偏微分方程式である
準線形退化 Keller-Segel 方程式(KS)の大域
的弱解の存在について、Sugiyama-Kunii 
(2006)の結果を大幅に改良する結果を得るこ
とができた。その結果は解の存在と爆発を分
ける藤田臨界指数の一般化で記述されるこ
とから、(KS)に対する研究の手法が(CGLT)
の爆発解についての研究にも役立つことが
十分に期待できる。 
 
(4) (KS)の研究に手を伸ばしたこともあり，
まだ本格的に着手していないが、見通しは立
っている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

上記の研究計画の概要の(1)から(4)をそれ
ぞれ 1 年間ずつ研究することを予定してい
たが、(1)及び(2)については完了し、(3)及び
(4)は進行中である。特に(3)については、関
連する方程式に対して先行研究を大幅に改
良する成果が得られている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
上記の通り、研究計画の概要の(1)から(4)の
うち、(3)及び(4)が今後の課題として残され
ている。(3)については、解決のための大き
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な結果が関連方程式に対して得られている
ので、それをもとにして研究を推進する。(4)
については、通常の複素ギンツブルク・ラン
ダウ方程式に対する粘性消滅極限について
の先行研究を参考にすることで研究を推進
する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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